


Side-C とは
相反する物事を調和し共存させるためのデザイン技法とプロセス。 

Side-C Vol.7 では
一つの洋服に多様性“Multiplicity”を付与する挑戦を行う。

表裏、上下、前後左右。くるっと回転させる。
 1つの洋服が、様々な角度からの着用方法で機能を維持しながらもフォルムは劇的にいくつも変化する。

その服は、 雨天や晴天、仕事や休暇、家の中や街の中、様々な状況にも適応する。

「後ろ前も上も下も右も左も表も裏も気にしない」
どんなに無頓着だったとしても、

フォルムは自由に動き、服は私たちの感情に合わせて計算されたシルエットで呼応し　
ブラウスはスカートに変わり、スカートはドレスに変わる。  

テキスタイルの表と裏を調和し、用途と機能を調和する。
水着素材は街着に変わる。

ヴィンテージとワンウォッシュデニムが入れ替わる。
モンドリアンのコンポジションは、Side-Ｃで新たなコンポジションを作り出す。

星は自分を中心にどうやって動くのかを描いた中世の星見図は、
私たちが体と服の中心であると考える「へそ」を基点に裁断し、様々なシルエットを持つドレスに変わる。

今まで通りの生活に戻ったとしても、私たちはどんな状況でも柔軟に対応できるように、
いままでとは違う視点で世界を見る。

また、これからも直面するかもしれない困難にも動じない私で
在り続けることが出来るように、

私たちの作る“Multiplicity”な服は、強い自分の一部として存在する。
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- 宮沢賢治「雨ニモマケズ」


